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名取川沿いの豊かな自然や名勝地に恵まれたこの地は、

約1500年前、古墳時代に第２９代欽明天皇より「名取

の御湯」を賜った「日本三御湯」として全国的に有名な

秋保温泉郷があり、仙台と山形を結ぶ最短ルートとして、

平安時代に山寺・立石寺を開基した慈覚大師円仁が開い

た道といわれる二口越最上街道（秋保街道）は「塩の

道」「信仰の道」として、明治時代まで人の往来が盛ん

であった。

秋保の歴史

歴史と背景



“手しごと” あふれる

まちとして

秋保は、染織、彫刻などの数名の美術家が工房を構えて

いたほか、1980年代には古くから受け継がれた伝統こ

けし、仙台箪笥、埋木細工など伝統工芸の職人たちによ

り「秋保工芸の里」が誕生し、陶芸などの芸術家が集ま

る「ゆめの森」など、多くの工芸家、芸術家が工房・店

舗を構えるようになった。手しごとは、秋保おはぎや秋

保在来そばに代表されるように農業、食品加工、飲食店

の分野や、温泉旅館でのおもてなしなどにおいても息づ

いている。

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



秋保の“手しごと”

伝統こけしや仙台箪笥など、歴史ある伝統工芸に触れ

ることができる秋保工芸の里や、緑豊かな美しい自然

が広がる秋保。

人と人とが支え合って活動し、自然豊かな居心地が

良いこの地では、伝統工芸だけにとどまらず、醸造所

や農園をはじめとする様々なものづくりを営む人が

次々と集まり、それぞれが丁寧な“手しごと”を提供し

ている。

伝統ある工芸と、現代の様々な手しごとの融合。

それがこの地、秋保の姿。

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



様々な手しごと（クラフト）のかたち

手しごとは英語で『craft（クラフト）』。

この地のクラフトは、アトリエ、ガラス工房、ワイナリー

などそのかたちは多種多様。

美しいガラス工芸や陶芸、漆塗などのものづくりをはじめ

とした数々の体験や、地元の食材にこだわったレストラン、

お洒落なカフェなど、訪れた方が多くの丁寧な“手しごと”

＝“クラフト”に触れることで、その価値・クラフトマン

シップを実感することができる。

また、 “手しごと”＝“クラフト”を、訪れた人が体験するこ

とで、背景にあるものや手しごとの過程を感じることがで

きる。



新たなクラフトマンたち

近年、秋保は、この地にほれ込んだクラフトマンが続々と

集まり、新しく様々な“手しごと”を提供している。

皮製品、仕立屋、養蜂、インテリア、カフェ、スイーツ、

ワイナリー、手作りソーセージ、ジェラート・・・・・そ

の種類やジャンルは多岐にわたる。

秋保に吹く、たくさんの新しい風。

訪れた人もその居心地の良さを感じることができるこの

場所は、いわば『クラフトバレー』と言える。



“自然”あふれるまちとして

日本三大名瀑の１つとしても数えられる秋保大滝をはじ

め、織りなす石畳と名取川の清流の渓谷美を感じること

ができる磊々峡、垂直の岸壁が連なる国指定の名勝であ

る磐司岩や、二口峡谷。

秋保は、そうした数々の美しく荘厳な自然に囲まれ、移

ろいゆく時間の中で景色を変えていく。

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



“自然”を感じられる地

荘厳で美しい自然に囲まれた地、秋保。

この地では、大自然を全身で感じることができるアク

ティビティや体験を満喫することができる。

二口峡谷の美しい清流を活用したシャワークライミング

や、磐司岩などの美しい景色に囲まれながらのキャンプ、

マウンテンバイクを使用した里山ライド。

自然を生かした里山農業体験もあり、多種多様な自然と

の関わり方が得られるエリアとなっている。



工房、クラフトに触れたり体験ができる秋保。

四季折々の自然豊かなこの地では、様々なものづくり

を営む人が集まり、それぞれが「手しごと」を通して

作品や品物を制作、生産している。美しい水が流れる

名取川に沿って活動が広がっていることから、「クラ

フトバレー」と呼ぶにふさわしい地であり、訪れた人

が手しごとならではの温かみや丁寧な仕事ぶりを感じ

ることができる。

名取川に沿って西に長いこの地は、美しく荘厳な自然

にあふれており、それを見るだけでなく全身で体感で

きるエリア。“手しごと”と“自然”のまち、それが秋保。

秋保クラフトバレー

~Craftsmanship＆nature~

ブランドコンセプト

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



“あんべいい”を感じられる場所

仙台弁で丁度いい、塩梅が良いという意味の『あん

べいい』。秋保は、日本三御湯の１つとされる秋保温

泉があると同時に、秋保工芸の里やアトリエ、ワイナ

リーなど手しごとの種類は多種多様。

カフェや工房など、新しいものを受け入れる雰囲気

がある秋保は、人と人とが支え合って活動している、

居心地の良い場所。この土地を訪れる人も、それを感

じることができる。

ブランドコンセプトの詳細

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



東北最大の都市、仙台市。

その中心部より秋保の入り口まで車で約３０分。

秋保は、都心から少し足をのばすだけで、『手しごと』

『自然』に触れることができる、アクセスに恵まれた場

所。

中心部でショッピングを楽しんだあとに、ふらっと秋保

で自然に身をおいてアクティビティをしたり、ものづく

り体験をしたりと多様な楽しみ方がある。

都会の良いところと田舎のいいところを両方満喫できる

この地は、いわば“トカイナカ”。 秋保

仙台市中心部



ターゲット

その土地ならではの魅力

溢れる人との出会いやコ

ミュニケーションを大切

にしたいと感じている層

丁寧なものづくり、ホス

ピタリティに心癒された

いと感じている層

そこにしかない文化・自

然・歴史を巡りたい・体

験したいと感じている層



過ごし方

①手しごと・クラフトでつながる「人」に
会う旅ができる
・伝統のこけし作りや絵付け、陶芸体験を通してつくり手との
コミュニケーションを楽しむ

・ワインやソーセージ、カフェでのこだわりのコーヒーなど「食」
を通した秋保のクラフトマンシップを満喫する

②そこにしかない文化・自然・歴史を巡る
・自然がつくりあげた芸術「磐司岩」「磊々峡」「秋保大滝」を巡る
・「クラフトバレー」名取川の自然・歴史を感じながら秋保温泉に
心と体を満たされる

・渓谷美が美しい二口峡谷でシャワークライミングを満喫する
・名取川の清流を感じながらキャンプを楽しむ
・マウンテンバイクで自然あふれる山々を駆け巡る

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



ブランドを確立するために必要なアプローチ
（ワークショップ内で出た意見）

〇コンテンツ

・様々な体験ができる交通費込みのツアー
・技術を身に着ける高価格帯の体験プログラム
・職人同士をつなぐ紹介スタンプラリー
・四季の季節を体験できるようなパック、まち歩きツアー
・人にフォーカスしたコンテンツ
（１日の生活や活動に密着した形の体験ツアー等）

・新たな食のコンテンツづくり
・地元の農家が育てている無農薬の野菜等を活かした
商品づくり

・秋保の事業者同士の連携の元、新商品を制作
コラボ商品の造成

・ふるさと納税との連携



〇プロモーションの方法

・「温泉」以外の認知度をあげる仕組みづくり
・動画での発信 SNSを活用した情報発信
（ex秋保のカフェチャンネル）

・ハッシュタグを共通にしての発信やインフル
エンサーとの連携

・まち全体での発信イベント
・ロゴ・アイコンの作成
・人にフォーカスした動画作成
・ポータルサイトの運用
・それぞれの場所をゾーニング化した発信
・ＳＮＳのプロモーションの一体性
・横の連携の不足
・情報をまとめて集約し発信する機能
（ＤＭＯ等）

ブランドを確立するために必要なアプローチ
（ワークショップ内で出た意見）

（写真提供）宮城県観光プロモーション推進室



〇受入環境の整備

・温泉地の中や観光施設を回るシャトルバス
・インキュベーション機能の必要性
・様々な取組を支えながら地域に繋げていく重要性
・受入調整組織（コンシェルジュ）や、事業者の情報共有
・二次交通の整備
（秋保へのアクセスとエリア内での移動）
・歩いて移動する人のための整備
・イベントスペースや駐車スペースの確保
・歩いて移動する人が移動しやすいような工夫
・担い手の人材育成の必要性
・秋保全体でおもてなしをしていく必要性
・繁閑差、人の雇用の問題

ブランドを確立するために必要なアプローチ
（ワークショップ内で出た意見）


